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(1) SLEの治療の根本は副腎皮質ステロイドホルモンである。

　

倒副驚皮質,ステロイドホルモンの使用により，その生命の予

　　　

後はきわめて延長された。

　

倒同時に副腎皮質ス｡テロイドホＪレモンの副作用が問題となっ

　　　

ている。

　

沁生命の予後の延長と共に他疾患が見逃されるおそれが出て

　　　

きた。

　

既その為に必ず定刻的検診，癌検診等を行なう必要がある。
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パル又療友１おしy八ヽ改善ごれる，

紅レrうぐ.煙来往弓ＳしＥにに功勁てり八ヽ様で｀ある．

　　

死司で刀。

　　　　

苛障ぢにょろものか一番かツド.Zﾃﾋ川丿寸る血管
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又自殺で原図不明にＪ名死七り向題が残る。

　　　　

ぢ年生存率は圃ｒ側)・/．tbb.
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える恥.
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時々雪。仁川も聞刀呻ゐ様tブシリしに，

　　

リリれtﾉ汚治要下１いｊｊ様に。

佃川茫ら
卜 →

一小お真智子－

●

　　

旧月卿曰久し振りに頗川地,Zの必誦了会を聞でｊ

　　　

し才，今回４夕月の集圀簾診のにの新入桧員心4:え，

　　　

お昼を食ペッJがら迩兄報告おしｆべりに花を咲・せ．

ｊしrこ・

　

Ｈ≒新ﾌ､なｈ木村お心細､町ｆら.紬以約

鉾り紀伊靴鵬配畑に大の麟斜亡妨

Ｌｎヽｊｌ，又ﾗ叫ド乙巧でｊがコントりりレが知事・J

Ｊうでヽ痛ヤダ･Ｄヽ川-に

　　　　　　　　　　　

ー
尚てぃｊす．
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そして申富良野のム択路代り。｡碁坂由美琵えビ

主冶医が同じでお訪い１閣べ１しイいμ初ｙ7ての出溥

でう、ｊＬＥでヽヰ年荊に茫病ﾌ・げニン孚み､曰･o『で白

覚症掟はしイ/-びヽμヽ1．

日頃おりしみの市脚替､苓坂さんそしてれ､回あ1あの

　

●

調』、とつｚも元気でｊ･

為梅1;エさえも卵し､ｸﾞﾌしびｊりjわろもﾀﾞﾌのは事を□

がんぼってぃｊｊ。山aj漸茂｝さらにJ jE治１司か､ヵ

fj入応勧かも振･パ刃ってがんばっtザ甲斐ぽ）乃ワて刀ヽ

撞査櫨もとってもμｑづ二そうで禾

　

バリリテしの

がrこまりみｒいり人。今､Eぼを4ろのがとっても心乱与ん

でヽｊがいっも元気り･ム田１んでｰいててこい・

　

１て臨省。誉様に1｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

浜田ふでｌさん41ごとても外出で吃るＪうr川丈唇で寸1り

いＪうど4が､今が一１７らヽ時です心が冷気に負け

てし１わないJIうに元気を出しで下さい・

りｔｔ美さんあ良野の;5t-%八･会葡で’１,藁・£いび

とっても方､つてしｌつfりうでヽ1が戸４とても元気で明る

､］のＪうでづ。２這にﾉ希ゆ嘔欠の第一肉科を梵診し7

い1 ″1･

工藤れい｝さん＼j m} tひい1こりしりり､れば特に憂わ

　　　　　　　　　　

ー//－



’沁μハヽそうでヽ川田栄｝さん･J残念ながら用季が｀で芒て

しわごそう。いっも后勧・清野和1！zバフ一人息Ｊの

瑞總君が襖ｔ血してし４つて。でも名・嘔わりとか７

も１りんてjlカヘ作l丈1勢ｆ湊野さんのお屯～押いヽ

けて思いがけｔニ｡浚会（りぴJつてしｊい１し1こ・

み･んなヵこ集ｊつてｋても楽しヽJヽ一曰でヽしT二，

打こ今浸。よ回口いつにし１しりか

衣几口て,カル,Å･卜漂う季節しＴ月しに，

ド丿川もうそろそろ燃くびる喩でＴバJいで･しｒう力ヽ

ゐ達いぐ4ね。

　

Ｊわｌ

　

ごう

　

と｡読み終えｊし1こ･

胞凭を一言-rヽ言分寸ヽれほべ活動ｒ生巴ている｡と

いうことで誹。生で1生ことし仁閃岩1リ9が洗われｊ

しに。苓勤こ…，。

ケ双方の本をもとに話し台釘こりどんりにいいことでヽ

しＪう。

　　　　　　　

づｚ－（よ阪魯菊5も素ﾐ5-j）
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リぐｰﾌヽ,てＬｊいﾐＤバ’りご

　

本多にJ･Jリかどうご

何で

　

，ﾝ.リノ…….j:.フツし丿－が･卜丿ンjダI｡しブトヒμΓでの

ボ左｜ 七
―
Ｉ /,.翔わりＣＬｊ.バ.ヽﾊﾞﾀ.-j･'奴,白ぺ:詣でレひ･，

丿て？

　　

yヽりてぃﾑ'4.ヵヽらのと閣'回みろいごヽソツリ．目分で･

も九れ卜＋４.生りの捉いｙバレ･牛．そ|バ

　

レ叙バ石丿緬左

JリーＯｔ丿.いで浦さ必し・疎剛帽･という斜片のj鋤．
●

　　

冷和祐月

　

新聞7ぐの会ｇ庫を削一元母に'行ってこい．

とつるごべ貼吋トｔぷＬよ鉄,哨･，鏃ぴに幻ご入，ｎミ拓豪

七癩|勺し９Ｆへ．ｊ一

　

膠原病よe対が釦二入ろの7jら

　

一一

汗の紬町水

見際｛北け僕れ川てぃ紅ぐいヽでｰ-ご4厚ｊｔん／

二れが

　

又ホいソりヽｊわ､の宮習ﾉ会というぴら、いごしらす

回じゑ気のんが集ｊつてお来いヽる会丿いう。で･勿まりいい
- /４－



印象でヽ11心ヽつｔ,ので１．

れ£しぐ鴻原の友Ｊいいヽう肌,一遠のi摘が朝J･心ヽ

いヵ｀りヵフクカヽ使れがりに・尚気を凱ヽもれ再迦む

也で乙れて。一。

　

し会のノリーサ鍵少し脊かJ珈浚えてぐれ仁Ｊうに忠ヽ

ｊも

　

痍良ﾌ・いニンを毎回/y呵のんてぺヽi>h,i}ヽ＼rt'

　　

●

い仁っぼ気で療査。方も莱かJしと～ヽう感にヽ１．

ぞんリ感しで一暇をもでjりｊしさ方でヽ１．ヤ吐・久ヽ桧

　

男手が

乙參りU屈に一報付こでれｆ｡･ ，↑こTこし、剔こそキ歳に寝

食しでお･吋１の?y、ご用の時はりろべく茄もって電池でも一

くわえｊして　殖１ヽらＤ､烏うでしＪうごj色1.金とか］－７

,jヽ生加t靴|］むいt B') it.んのであＬがら恥

乱業叱八月わびして今日のにう,つこの辺乙

斟｡なり乱会の盾様れ身伴ｏ心気をフけて

　

お菱し下

　

●

ｙヽ。(lOfl?2曰番い琵のでず,）

妁略

　　　　　　　　　　　　　　

（札慢市一山４ヨシエ）

　

秋乞もこわやが｡i眠にもに吏ムまぬム。紅兼も日４いここ

くりつて釆ろともヽｊｌ･

　

誕生ヵ一卜いもﾉﾀi難とうごごx,ヽjし7い又

　

誕生りIｺ烏妬

で迦える季にな'□し仁，昨日象の老が持つて軋てくれＪしに。
－ﾉかー



匍道春Ｕ卸礼が欠走島そぐりって失礼致し１しに，

仏削ね周が｡りもわし仁jく肢豊も,ﾀﾞ,び。びにりつて丞･リ１・

痢細りべべ寸い四身添加Jに脚白娶1ごれヽ3 .

払心夕戈で･尽tl･’もので,ｊね

　

（ｑ月2％必い7でものでヽｔj）

★ 才付 ぢ
＼
Ｕ
Ｄ

Ｖ
)
０ 売ん丁羊

　　　　　　　　　　　　　

（μ姉･Ｍさん）

　

礼元気で柚これも元気でや回いｊす･

いちば｀んぼしト必卵し仁どうも糾牡うごごいまオ。

病気のjl;や副作用の拳などいろんり入り犯してとてもり

９
Ｊ

ｒ
□し１

　

jﾑ14今ぶい柚Jり1体障害者41対校に通っていＵ。

訓練報鴎ﾐにて軍して乱職でヽさろ17ヽど佃浦えていバ。

入刎いじけぶ呪でヽしTこ｡又服右がたくりらりいかヽと

不卒いヽつげいでヽしにでもλづみて。みんりどこ刀ヽ障害

のあるﾉ｡､ぼｊﾌ｀Ｎヽ乱で'もみんな明ろくていX,｀人ぼ刀｀ﾘだ刀｀

らお反達もいつば・いて'｀さてうれいヽてう。そんびことも

病知ｸ良がヽつTプもしiK 3-t tii3

　　　　　

'ミ

　　　

●ﾐ

　

__ミ

今体ｌｈＪ以･gμ･１

-^^-7てｒ:時でヽ夕りあ･ぽし1こ.その碍Ｊり//ｊ‘りやｔ

ましにとてもうれしいでｔでもｔ表が陵6・ｎ.　ｈつ１この匈1

　　　　　　　　　　　

－/&－



今でIt /^ﾀ。いり7Uｔん五って哨中小･曲ぶ｀つ1こ勾ら

ﾌﾞアもt>KV3-tん．

毎曰一生が､介勉強して長谷川さん竃にいでヽもお役､て立

てろＪうに頑聾りｔ

臼J

　

お体に気を.つI打さＪうりら．

　　　　　　　　　

い旧佃届い仁ものZ･ｊ）

　

．．

　　　　　　　　　　　　　

哺珂町･与崎政Ｏ

　

刑略

　

｢いちばんげし｣/∂周年記庖呂を送付-にい１して

本当に朽りいうごどい､JしTこ．

お礼の返事もｔす誠に申し訟ん'乃忙んで｀しに

入咤申にl特集呂を与臼のように練返.し沈みましrこ.

3脳ゴT.加おろ肉容茎丁の立大句丿丿賢こめて昨鴉

の営苫に感謝し１永穴略生活中の座右の君にてｔて

ぃrこ1ごさｊし匹小､生もようやく今回の八院生治がおわ

')ｊしTこのでヽお礼穴こ力町こ惑いフく１１龍告さ世てぃ

T:r;"f!3か

　

『両大腿骨ｸﾄ穎無痛性壊死』．昭和紀年７月にあ院の

整形外科でヽ診断これ白剱こり芦､関猿tごろうど既つて

いfこ病名を告ずシれてびうノ乱船こなりｊしに．
-ﾆｰ／７-



　　

毎にj;う而膝の１趣壊死でjl･

　　

八ｔ賞辞植手術､理ぎ療ｼ£（リハビリテーショいの繰延し

　　

寸病院生名リ

　　

りｊし仁｡

●

　

骨庄壊死の病知づ抑フてお･片しTこが実碍､に白タヴ

　　

４つて、歩行可能い1大社に庚ろ１でヽにほら易ﾏづJいごと

　　

拓豹乃丿１し犯。

　　　

幸･・ヽ不幸ヵヽ発見の時期が丁湊与術寸べき詩期とー

　　

致匹Ｊうで寸

　　

初期の白覚症捗､］階段の昇り碑りの苫痛でしrこ。

　　

み静にレレヽろ鋳で単坦灯場町て剛乱んど痛みは

　　

感いわ）四丿リ。てう・ヽら注でも殴関軒の痛みは

●

　

勿論ピ4が俗に膝の痛八万も一応波がい７しておるベ

　　　

リごと£いｊ乱

　　　

廟気にはITで豺ご票識ｸﾄﾀﾞ）ものがわるＪうで１がら。

　　　

残食リこ□ヽ｀1が。

　　　

自分が罹つTこ原因り１晰IJれぼ･不日計のことです

　　　

が症例rJどに記追ご畝てぃにrうに趙身なりに思い

　　　

ｾiろことを記して､り１私

－/1-



(Ｄ不永々水兪い荷物り

　

ょって丿jlﾘ・順荷が膝に四ヽ-ﾊﾞ乙わ↑口ヽニ年足ら寸

で'ｊが。

の

　

ｓＬミに罹って

　

ｊにμ)年7･･ す（フ"げニンを多量に

　

服用してリここし爺濤服用１が影増ずるもの。ヽど妁･不

　

明りが現在まで‘に4-2 ooo^・版用て1)ること、

　

現在旧/∂吟葬用子ｊ．と|‘刀｀くらＬＥ気昔でヽりくてし

　

首壊死､特に股関節の愚必び飢･･のにJ庫支でごす。

　

外料の入暁生涌ば初わての経厘て呵が骨４死でヽ入

　

院しへヽる人匹多いのむおどろ芒で｀してこ｡

　

これに蘭してげ侈ぞJn.､悼に掲載されてづこ肉右を読

　

んです１参男にりり、え。臥理解でヽさＤバこ｡

　

このＪうリ暴状例ｔ莫体的に呆ず的Ｅ説明これTこ記

季11体験しにいにに1特に誉疎おろ亦目となりｎ。●

剖ｈも是非このぶヤバ乙恥1続けていにご釘≒ヽ

と巴い１１ヽ

が．

関捧名位・芯労ほ多いと葱い衣

｢菜例に口l自分自身の庫状の記録を包ていＵyう

で時味潔く読みｌしTこ･

拓症時期及ｙ進状の進行状態び男ヶ・■い．症技

に今少のまいほわっても句奇・鯖験して冬tこ進状に

　　　　　　　　　　

ー/?一



　　

緬似り赳りゃ､:丿ＳしＥ。､典型fJの仁'と靭いりて認jあ;

　　

しましてこ･

　　

しに寸言……･ﾉﾌﾀﾞじ心

　　

い廠ばイの気ﾉ八こ敬雁しり匹耳ＬＪに・

　　

二心7の記仕け残念乍らこれすらLモの悩みに対して

●

　

丿斗しリ叫川Ｔ｀いドハソにいてほ白今に児在ｊ

　　

いわしかいヽよ淋丿□ういじ構えにりろのひ7J

　　

い17と既われろりバヽ･不

　　

不脇付Ｖ付言で知忖ろス｡もいろでヽしよう刀ご病気に対

　　

４ろ気特ちも斤､知い川､強いものでヽにすJいてヽヽしＪう刀;

　　　

示生も５Ｌい1の付合い1打ご/作で'１がｔい心ヽ

　　

ソ叫万丿ぽ用の時期と量を記録わ・が楕一冊でヽし

　　

レ

　

現在口老解梢ｔ得て完冶し仁Ｊづぶ気吻でふヽ

●

　

j口も今旧盲顎丿紅仙移植手術で一恥ﾘよもnl由を

　　

裾リこ生名もたれて。

　　　

噂例レイゴ'いてＪの佐川島生の講廉左記録､を

　　

読人｡での感代でｊが∧講漢今に出岸して直路お話し

　　

を聞くこヒがでさりかっTこの刀り戈念で醜

　　

紐もｔのあ気に関ｊろお昶しに司度聞いても然駱に

　　

叫ゐこい1あ'□也ん･

　　

いっも萌しい知偽沁得ろことがで･さ､生活ｕ活力をぶ

　　　　　　　　　　　　　

づひー



え.フツ.以.ろｽﾞ7ヽりで･か

　

今回．骨頭壊死予術八院時lこも辻川光藍口１ぶ世

話iこり･ｄレにがし断片的にJづ話し翫掬打シリぐの

様に詳以聞く機濠４おj.りｙ,･Ｎｔん．

その免味で理解しや１く説明しし千丿いに割右

　　

●

七細舒にね|ノ川!5籤Ｌて下ｙづこ関淳､妾・努力口J

わfJマ惑謝ゆし上申ま１．

　

御妙鴻し恥いこい訂こくさん恥･リ１が島じ反して

れけう』ヽす力不足でてヽさｌｔん．どうｙ感謝の気持ち

力行しでもﾉ捨われば幸いてづ、

　

Ｍ俵各位はこれ力ヽら多代を極めることと厄いj″祐

くれぐれもお体に気をつけて馬活躍下ｙ｡ヽ１１Ｊう、

　

機会屯ワくってｔ升参加しfこい気特ちでヽ一杯でｊ・

　

●

その時のれぬに随分ｏ体力を早ぐま通の状熊にすべく

がんぼ｀りlj・

　　　　　　　　　　　　　

（旭川市塙野和Ｊ）

　

のんびりしTこ収を迎え巧と思つてましTこがflJりわわ化

ごしい叙も迎えてにび衷いのこの傀てド4.

　

1､ちばんぼしj昏び
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いヽか繕いプバフレイし！うダユヤつめ込んで･わり弓寸が、

　　

り1｡･;,T:
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